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これらの研究をふまえ、金 (2011)は 2000 年以降の動向に注目し、「オタクイメージ」の
生成/消費・少女マンガをリメイクした「台湾製アイドルドラマ」の流行・台湾のテレビ
コマーシャルにみる日本イメージの変遷という三つの事例を取り上げ、台湾消費市場にお





















































































































































































































年齢 1 位 2 位 3 位 
20-29 現代文化・ポップカルチャー 伝統文化 国民の日常生活 
30-39 自然・風土 伝統文化 現代文化・ポップカルチャー 
40-49 自然・風土 科学技術 伝統文化 
50-64 自然・風土 科学技術 国民の日常生活 














































































































































































                                                   

























































【表 1-1】 1980 年代～1990 年代の代表的作品例 















































































































































































































































































































放送年 タイトル(原作のタイトル41) マンガ連載開始年42 メディア 
1986 『包丁人味平』 1973 ドラマ 
1987 『ミスター味っ子』 1986 アニメ 
1994 『夏子の酒』 1988 ドラマ 
1995 『ザ・シェフ』 1985 ドラマ 
1995 『味いちもんめ』 1984 ドラマ 
1996 『味いちもんめ II・京都編』 1984 ドラマ 
1996 『将太の寿司』 1992 ドラマ 
1997 『流れ板七人』(『流れ板竜二』) 1984 ドラマ 
1997 『中華一番』 1995 アニメ 
1999 『緋が走る』 1992 ドラマ 




2004 『ラーメン発見伝』 2000 ドラマ 
2005 『江戸前鮨職人 きららの仕事』 2002 ドラマ 
2006 『バーテンダー』 2004 アニメ 
2006 『鉄板少女アカネ!!』 2005 ドラマ 
2007 『バンビーノ』 2005 ドラマ 
2007 『おかわり飯蔵』 2001 ドラマ 
2008 『おせん』 1999 ドラマ 
2008 『あんどーなつ 江戸和菓子職人物語』 2005 ドラマ 
2011 『新春ドラマスペシャル 味いちもんめ』 1984 ドラマ 
2011 『バーテンダー』 2004 ドラマ 
2013 『信長のシェフ』 2011 ドラマ 
2014 『信長のシェフ Part2』 2011 ドラマ 
2015 『繕い裁つ人』 2009 実写映画化 
 
アニメ化された作品には、1987年の『ミスター味っ子』、1997年の『中華一番』、2004


































































































で発売されたマンガの新刊は約 2553 冊に達し、そのうち 90.7％が翻訳本で、台湾人の作
品が 9.3％であったという。そして、翻訳本の版権元は日本と中国に集中し、中でも日本



























場した。最初に合法的に翻訳された職人マンガは、1993 年に第 1 巻が出版された『ミス
ター味っ子』と『将太の寿司』の二作である。料理人を主人公とする題材の新しさと豊富
な料理知識が描かれた内容がたちまち評価され、話題を呼んだ。中でも『将太の寿司』は





















































年代 1990年代以前 1990 年代 2000 年代 2010 年以降 海賊版 出版年不明 合計 
出版点数 確認できない 14 48 35 4 9 110 
 
1970 年代～80 年代に描かれた日本の職人マンガには、少なくとも 4 点の作品が台湾で
海賊版として流通していたことが分かった。現在確認できた海賊版は、『包丁人味平』
（1973-1977 作：牛次郎、画：ビッグ錠）、『包丁無宿』（1982 たがわ靖之）、『一本包丁
満太郎』（1985-1996 ビッグ錠）、『流れ陶二郎 けんか窯』（1989 作：遠崎史朗、画：
ビッグ錠）の四作である。 
一方、正規ルートにおいて出版されたが、台湾での出版年が不明なものが 9点ある。そ








【図 1-6】に示した通りである。台湾における職人マンガの翻訳・出版は 1990 年代から
2000年代にかけて増加傾向にあり、また現在ではほぼ日本と同じ比率で出版されており、

































































































































































































れ始め、1993 年に単行本が出版された。そして、1990 年代から 2000 年代前半において台
湾で人気を博し、今でも料理をテーマにした日本マンガの代表的な作品として知られてい
る。そのマンガを原作とするテレビドラマは、1996 年に日本で放送されたが、台湾でも
マンガの人気や出演者の話題性などにより、日本で放送された翌年の 1997 年 2 月に日本
番組専門チャンネル「緯來日本台」において放送された。その後も主演俳優の柏原崇の人
















































                                                   





































                                                   





































































































『TVチャンピオン』は、1992年 4月 16日から 2006 年 9月 21日まで木曜日の 19:30～
20:54にテレビ東京系列で放送された、大食い、寿司職人、ラーメン通など、幅広く様々
なジャンルの技能や知識を競うバラエティ番組である。1992 年 4 月に始まったこの番組
は、当初 60 分枠の番組75であったが、一年後に放送枠が 90 分に拡大され、変更後の初回
放送である「第 2 回 全国選抜和菓子職人選手権」（1993 年 10 月 21 日）では 20.1％とい
う高視聴率を記録した。また 1992年に局内で年間大賞を獲得したほか、1993 年には「TV
チャンピオン 手先が器用選手権スペシャル」が平成 5 年日本民間放送連盟賞テレビ娯楽
部門「優秀賞」を受賞した。2006年 9月 21日に放送時間枠の調整により、番組は一旦終
了したが、その内容を継承した『TV チャンピオン 2』が、同年 10 月 19 日から 2008 年 9













『TVチャンピオン』 1992年 4月 16日～2006年 9月 21日 
『TVチャンピオン 2』 2006年 10月 19日～2008 年 9月 18日 
『TVチャンピオン R』 2010年 12月 6日～2010年 8月 9日 
（『月曜プレミア!』枠内で全 5回放送された企画） 



















































る。筆者が現時点で収集した 30本の映像をリストアップすると【表 2-2】の通りである。 
 
【表 2-2】映像一覧表 
1993年 03月 11日 全国選抜和菓子職人選手権 
1997年 02月 27日 ラーメン四天王 温泉名物ラーメン対決!! 
1997年 12月 18日 Merry X’mas 4大都市ケーキ職人選手権 
1998年 02月 12日 バレンタインスペシャル全国チョコレート職人選手権 
1999年 12月 16日 ケーキ職人選手権 
2000年 04月 13日 400回記念 春の和菓子職人チャンピオン大会 
2000年 06月 08日 ジューン・ブライドに捧げるケーキ職人 
2000年 06月 22日 中華四天王決戦 
2001年 02月 08日 がんばれ恋人たち！！全国チョコレート職人選手権 
2001年 05月 17日 スパイスの競演！激ウマ!!カレー屋さん選手権 
2002年 01月 10日 カリカリふわふわパン屋さん選手権 
2002年 06月 20日 夏のイチゴ祭り！全国ケーキ職人選手権 
2002年 12月 12日 あぁ忙しい！忙しい！3分料理人選手権 
2003年 03月 06日 スープ 1杯の幸せスープ職人選手権 
2003年 07月 03日 ダンボール王選手権 
2003年 07月 24日 チェーンソー王選手権 
2003年 11月 06日 食品サンプル職人選手権 
2003年 12月 11日 今年のイチ押し！スタンプバトル全国はんこ職人選手権 
2003年 12月 18日 人気パティシエクリスマス決戦 
2004年 08月 19日 納涼！真夏の灼熱バトル！ガラス職人選手権 
2006年 12月 14日 ケーキ職人選手権 
2007年 05月 24日 あめ細工職人選手権 
47 
 
2007年 10月 18日 お好み焼き職人選手権 
2007年 12月 13日 ケーキ職人選手権 
2008年 01月 24日 包丁細工職人選手権 
2008年 02月 07日 壁塗り職人選手権 
2008年 02月 14日 パティシエール選手権 
2008年 05月 22日 人気寿司店 NO.1決定戦 
2008年 07月 10日 横浜 vs神戸 中華街対決 








































































2.2.4 競技 VTR にみる職人 






































オンライン記事 6件、台湾のニュース映像 9件である。 
 
2.3.1 台湾における『TV チャンピオン』の放送 
日本貿易振興機構（ジェトロ）2008 年の調査によると、台湾のテレビ普及率はほとん
ど 100％、またケーブルテレビの普及率は交通部電信総局 2004 年の発表によると 85.2％
に達し、アジアでは第一位であるという82。また 2014 年の調査83では、台湾におけるケー

















で、1993 年設立の「國興衛視」を皮切りに、「緯來日本台」、「全日通 Z 頻道」が放送を
開始した85。 




































































































2.3.3 台湾で活躍する「TV チャンピオン」の職人 
「TVチャンピオン」への高い評価を反映して、番組放送後、チャンピオンを獲得した
職人が台湾で出店したり、台湾のテレビコマーシャルに起用されたり、台湾向けの新作を












ある。2000 年に「中華四天王決勝97」で三連覇を達成した宮本荘三、「400 回記念 春の和




































年代 職人 種類 関連活動 
1999年 佐藤強 ラーメン職人 「赤坂ラーメン」台湾に出店 
2000年 宮本荘三 中華料理職人 台北ヒルトンホテル 
実演と新商品の開発 
2000年 山田強 和菓子職人 寶泉食品会社 









2003年 高杉良和 ケーキ職人 ケーキ作り研修会での実演 
2003年 立原和臣 パン職人 「セブン‐イレブン」の「北海道十勝小豆パン」
のプロデュース 
テレビコマーシャルに出演。 











2009年 山田卓司 模型職人 粘土などの素材を利用した作品の創作と披露 




小山進 ケーキ職人 新商品製作の依頼 
台北のリージェントホテル 
台湾向けの限定商品の販売 
2012年 河原成美 ラーメン職人 「一風堂」ラーメンの台湾出店 











































































































【図 2-3】「太平洋 SOGO」ホームページ 
 





 台湾では、テレビ CM において日本語や日本人、日本の風景などの要素を取り入れるこ
とにより、日本性をアピールするという宣伝手法が一般的になっている。そうしたテレビ











も少なくない。例えば、下の【図 2-4】は 2003 年に制作されたパン職人の「TV チャンピ














































































































    
商品名・店舗名：（左）「超の油切（油切り）」と「髪の藝」；（右）「スタッフ募集」と「らあめん花月」 
       
ニュース番組：（左）「神隠（神隠し）」；（右）「萌（萌え）」、「宅男(オタク)」 
【図 3-1】日本語が混じった商品名や日本語そのままの使用例 





















新聞紙名 創刊年 概要 
『聯合報』 1951 「聯合報系」の主要な新聞 
『經濟日報』 1967 台湾初の経済専門の新聞 





して検索を行った結果、1987年から 2014年までの間は 332 件の記事が検出された。起点
を 1987 年に設定したのは、それが台湾で 38 年間も続いた戒厳令が解除された年であり、
                                                   






















3.2.2 1987 年～2002 年の記事分析 












































































































以上見てきた 1987 年から 2002 年までの事例をまとめると、主に三つのタイプがある。
タイプ別に例をいくつか挙げると次の【表 3-2】の通りとなる。 
 
【表 3-2】 1987 年～2002 年の記事タイプ 
タイプ 1：日本事情に関する記事 
【例①】：日本の鷹匠の紹介記事 
「鷹匠 鷹父 知‘鷹’人」（1989.12.25『聯合晩報』/16版/天地） 
【例②】：日本の加工業の現状 
「日本情事 龜甲加工業凋零 目前東京、長崎仍有 1500 名工人，平均年齡超過 60歲，
約兩三成是殘障人士。」（1993.06.26『聯合晩報』/15 版/運動‧當代） 





「酒精度變低 熱量變少 添加果汁 今夏的啤酒口味投出變化球」 
（1999.04.06『聯合報』/38版/消費） 








地區的日本木偶」（2000.10.13『聯合報』/46 版/深度旅遊周報 日本） 
【例⑥】：着物職人を扱った観光記事 










































老舖、名店。」（2005.08.25『聯合報』/F4 版/玩遍天下╱shopping 高手） 
【例④】：日本人が台湾で開店した日本料理屋の紹介 



































「阿瘦皮鞋 打造形象 細火慢燉」（2004.01.10『經濟日報』/9版/管理藝術） 
【例②】：台湾の「ブログ職人128」の紹介記事 
「部落格職人 徐子涵李取中 愛分享心情」（2005.08.29『經濟日報』/A5版/每日話題） 
【例③】：生活用品の商品シリーズ「生活職人」が扱われた記事 
「比例不減反增！ 免洗筷 4成含二氧化硫」（2006.03.15『聯合晩報』/3版/焦點話題） 
【例④】：女性の「ゲーム職人129」に関する記事 

















































































3.2.4 2008 年～2012 年の記事分析 
2008 年以降、「職人」出現頻度は顕著に増加し、内容も 2007 年までに比べ、よりバラ
エティに富んでいる。また全体を見ると、日本に関連のない記事の増加が著しい。2008
年から 2012年までの全 113件の記事を日本に関連するものとそうでないものに分けると、
前者は 58件で、全体の 51％を占め、後者は 55件で 49％であった。 
また、「職人」を「職業全般・仕事を持つもの」として捉える事例が顕著になっている。
これは台湾において独自に展開されてきた捉え方と考えられる。このような使い方は、
2007年にも【表 3-6】に挙げた 2件に見られる。 
 























【表 3-7】2008 年以降「職業全般・仕事を持つもの」例 
【例①】：会社員向けの就職講座を紹介する記事 
「EF 免費職涯講座 打造不敗職人」（2009.04.14『經濟日報』/D4 版/企業商機） 
【例②】：職場の面白い出来事を募集するコーナー 
「徵文 繽紛版歡迎 各類生活點滴： 




































「首屆幸福職涯短片 「好蔥民」特優」（2010.01.01『聯合報』/AA4 版/教育） 
「記錄包子故事 少男時代特優」（2010.11.17『聯合報』/AA4 版/教育） 



























「量販搶鮮食材系列 1 豬肉安心吃 愛買把關 獨家推出噶瑪蘭黑豚、優酪豬 無瘦肉精
也沒腥味」（2011.06.13『聯合報』/C7版/消費） 
【例③】：東京國際工具機大展（JIMTOF）見学ツアーに関する記事 
「上銀科技 帶領學生訪日本機械展」（2010.12.02『聯合報』/A14 版/生活新訊） 
 




3.2.5 2013 年および 2014 年の記事分析136 
3.2.1の【図 3‐2】に示したように、2013 年から 2014 年にかけて記事の数は大幅に増


























「從三年級到八年級 台灣職人五代同堂！ 手藝一次看 王行恭 秀膠泥活字 設計界
「教父」林磐聳 展台灣家書…」(2014.05.01『聯合報』/B2 版/北市綜合新聞) 
など全 3件 
【例②】：展示会「職人台灣特展」の開催 
「松菸文創園區辦聯展 比拚專注精神、創意能量 台灣跨世代職人 五行鬥陣」
（2014.05.05『經濟日報』/A17版/文化創意）            など全 3件 
「書籍」例 
【例③】：『Fun遊創意趣旅行--時髦的職人遊玩新主張』の紹介 
「〈創業新主張〉FUN 遊創意事業 體驗新經濟 堅守專業崗位的職人，以創意生活的角
度，賦予產業新生命，成就感動人的事業…」 
（2013.09.12『經濟日報』/B6版/經營管理）            など全 5件 
【例④】：『絕活─台中職人圖像』の紹介  
「走訪 21在地職人 書寫台中工藝 全書分傢私、藝品、樂器 3部分 看大雅香鋪歷經 5
代 堅持天然原料 看東勢疊蓆行老師傅 吸引日本跨海採訪」 




































ム」の影響もあり、1990 年代半ばから 2000 年代にかけて台湾では全体的に日本の情報が
溢れるようになり、このような流れの中で、「職人」という言葉もメディアに多く取り上
げられるようになったと考えられる。そして、2008 年からは「職人」が出現するデータ





が顕著に増加し、年間 10 件以上を維持しながら、該当記事の数は 2010 年に 28 件、2012
































































































【表 3-13】プロジェクトや Web サイトにおける「職人」の使用例 
使用された用語 説明 取り上げた職種技能 














































使用された用語 説明 取り上げた職種・技能 








茶職人 ドリンク、アイスを売る店 茶作り 




































・『設計職人必修 Photoshop 視覺魅力 ProfessionalZ』 















                                                   


































































開催期間 イベント名 主催者 場所 





























                                                   
148 文化部とは、文化政策及び伝統文化の発揚を中心とする行政を担当する台湾の行政機関である。 
















































































































































































































アは 7.31％となり、2011 年に至っては 18.65％という凄まじい伸びを見せた。また、年



































く 2010 年と 2011 年に製作されたオムニバス映画163をきっかけに台湾映画界に復帰し、
2013 年に台湾で 3.1 億元の興行収入を記録した『總舖師』という大ヒット作を生み出し
た。これは陳玉勳監督が 16 年ぶりに作った長編映画である。この作品は、海外でも評価
され、台湾の代表的な映画作品として、2013 年の第 26回東京国際映画祭164と 2014 年の第
64 回ベルリン国際映画祭165の「食と映画」部門において上映された。 
ストーリーは、伝説の総舗師（出張料理人）の娘で主人公の小婉（シャオワン）が家業


































































































































































































































































                                                   
172 鈴木他編、2006、p.168 











































































































































































使用された用語 説明 取り上げた職種・技能 









茶職人 ドリンク、アイスを売る店 茶作り 














































































































































































「台湾コンテンツ市場関係者 ヒアリングレポート（2008年 3月）」、2008 年 9月、日本
貿易振興機構（ジェトロ）、http://www.jetro.go.jp/world/asia/tw/reports/05001590 
「台湾における対日世論調査（2008 年度）」、2009 年 4月、公益財団法人交流協会、
http://www.koryu.or.jp/taipei/ez3_contents.nsf/all/3464680EFC277BE54925759F00
37897F?OpenDocument 


























































ガ研究 4 日本マンガと「日本」 海外の諸コミックス文化を下敷きに』京都精華大学国
際マンガ研究センター、pp.13-23 










「台湾の若者世代の我が国コンテンツに対する実態調査（台湾）」、2014 年 5 月、日本貿
易振興機構（ジェトロ）、https://www.jetro.go.jp/world/reports/2014/07001706.html 





沙朗作 黃璁毅画『我是大廚師』東立出版社、1995 年連載開始。 
AKRU他『百業職人：CCC創作集 9』、蓋亞文化、2012年出版。 








城アラキ作 長友健篩画『バーテンダー』集英社、2004 年連載開始。 
































『日経産業新聞』、1993年 10月 26 日、7面 
『日本経済新聞朝刊』、1993 年 10月 26日、15面 
『日経流通新聞』、1993年 11月 18 日、23面 















































































『放映週報』第 420期、2013年 8月 12日、財團法人國家電影資料庫、
http://www.funscreen.com.tw/headline.asp?H_No=473 
『自由時報』電子版、2013年 11月 3日、http://news.ltn.com.tw/news/life/paper/727227 
 
例として取り上げたマンガ資料一覧（年代順） 






「MOT/TIMES明日誌」掲載記事、2013 年 5月 24日、
http://www.mottimes.com/cht/gallery_detail.php?serial=76 
「悠遊台灣新聞網」掲載記事、2013 年 5月 30日、
http://uutw.com.tw/shownew.asp?id=19724 
「台北市映画委員会」掲載記事、2014 年 2月 12日、
http://www.taipeifilmcommission.org/jp/MessageNotice/NewsDet/3237 
















































16歳から 40歳までの世代 合計 145 人からの回答が得られた。 
（4）調査期間  


















以下の【表 2】と【表 3】が示したように、回答者の性別は、女性 71.03%、男性 28.97%
であった。今回の調査では、回答者は、主に 20代に集中しており、全人数の約 77％を占
めている。とりわけ、20 代前半の「2．21歳～25 歳」(47.59%)の回答者が多い。 
【表 2】質問①の結果 
質問項目①：性別 
 人数 ％ 
１．男性 42 名 28.97% 




 人数 ％ 
１．16 歳～20 歳 13 名 8.97% 
２．21 歳～25 歳 69 名 47.59% 
３．26 歳～30 歳 42 名 28.97% 










 人数 ％ 
１．はい 122名 84.14% 




 人数 ％ 
１．はい 123名 84.83% 




 人数 ％176 
１．専門的である(プロフェッショナル) 129名 88.96％ 
２．頑固な性格 31 名 21.37％ 
３．長い歴史と伝統がある 71 名 48.96％ 
４．こだわり・執着がある 123名 84.82％ 
５．弛まず精進を続ける 81 名 55.86％ 
６．品質が保証されている 109名 75.17％ 
７．完全手作り 40 名 27.58％ 
８．仕事に対する責任感が強い 88 名 60.68％ 














 人数 ％ 
１．日本のテレビドラマ 88 名 60.68％ 
２．日本マンガ 65 名 44.82％ 
３．日本のバラエティ番組 115名 79.31％ 
４．日本 NHK の紹介 52 名 35.86％ 
５．台湾のテレビ番組の紹介 37 名 25.51％ 
６．台湾のテレビコマーシャル 11 名 7.58％ 
７．ウェブ上の紹介 23 名 15.86％ 
８．日本語の書籍と雑誌 34 名 23.44％ 
９．中国語の書籍と雑誌 15 名 10.34％ 







 知らない 知っているが 
読んでいない 
読んだ 
 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 
１．『ミスター味っ子』 61 42.07% 55 37.93% 29 20.00% 
２．『将太の寿司』 19 13.10% 62 42.76% 64 44.14% 
３．『夏子の酒』 94 64.83% 39 26.90% 12 8.28% 




４．『おせん』 85 58.62% 46 31.72% 14 9.66% 
５．『華麗なる食卓』 92 63.45% 41 28.28% 12 8.28% 
６．『焼きたて！！ジャぱん』 19 13.10% 66 45.52% 60 41.38% 
７．『王様の仕立て屋』 108 74.48% 33 22.76% 4 2.76% 
８．『バーテンダー』 83 57.24% 47 32.41% 15 10.34% 
９．『バンビーノ』 67 46.21% 58 40.00% 20 13.79% 




 知らない 知っているが 
視聴していない 
視聴した 
 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 
１．『夏子の酒』 104 71.72% 33 22.76% 8 5.52% 
２．『将太の寿司』 33 22.76% 58 40.00% 54 37.24% 
３．『おせん』 88 60.69% 35 24.14% 22 15.17% 
４．『バーテンダー』 86 59.31% 43 29.66% 16 11.03% 
５．『バンビーノ』 50 34.48% 44 30.34% 51 35.17% 
６．『鉄板少女アカネ!!』 61 42.07% 52 35.86% 32 22.07% 

















 知らない 知っているが 
視聴していない 
視聴した 
 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 
１．『TV チャンピオン』 5 3.45% 4 2.76% 136 93.79% 
２．『どっちの料理ショー』 2 1.38% 7 4.83% 136 93.79% 



























 出版年＊ 作品名 原作 漫画・作画 出版社 掲載誌 
1 1971 釘師サブやん 牛次郎 ビッグ錠 講談社 週刊少年マガジン 
2 1974 包丁人味平 牛次郎 ビッグ錠 集英社 週刊少年ジャンプ 
3 1978 鉄火の巻平 大林 悠一郎 たがわ 靖之 芳文社 週刊漫画 TIMES 
4 1982 包丁無宿   たがわ 靖之 日本文芸社 別冊漫画ゴラク 
5 1983 スーパーくいしん坊 牛次郎 ビッグ錠 講談社 月刊少年マガジン 
6 1984 流れ板竜二 牛次郎 笠 太郎  実業之日本
社 
週刊漫画サンデー 
7 1985 ザ・シェフ 剣名 舞 加藤 唯史 日本文芸社 週刊漫画ゴラク 
8 1986 味なおふたり 東 史朗 藤 みき生 芳文社 週刊漫画 TIMES 
9 1986 味いちもんめ あべ 善太 倉田 よしみ 小学館 ビッグコミックスペリオ
ール 
10 1986 庭師一代   たがわ 靖之 講談社 週刊モーニング、モーニン
グマグナム増刊 
11 1986 一本包丁満太郎   ビッグ錠 集英社 ビジネスジャンプ 
12 1987 ミスター味っ子   寺沢 大介 講談社 週刊少年マガジン 
13 1988 夏子の酒   尾瀬 あきら 講談社 週刊モーニング 
14 1988 板前鬼政   笠 太郎 実業之日本
社 
週刊漫画サンデー 
15 1989 流れ陶二郎 けんか窯 遠崎 史朗 ビッグ錠 日本文芸社  不明 
16 1990 音やん   中村 博文 双葉社 月刊アクションピザッツ 
17 1991 新・味なおふたり 東 史朗 藤 みき生 芳文社 週刊漫画 TIMES 
18 1991 大棟梁   ビッグ錠 集英社 月刊ベアーズクラブ 
(現在廃刊) 
19 1991 東京深川 三代目   秋本治 集英社 スーパージャンプ 
20 1992 将太の寿司   寺沢 大介 講談社 週刊少年マガジン 
21 1993 緋が走る ジョー指月 
(遠崎 史朗) 
あおき てつお  集英社 スーパージャンプ 
22 1993 大作と工作   桑沢アツオ 小学館 週刊ヤングサンデー 
23 1994 花板虹子   笠 太郎 実業之日本
社 
週刊漫画サンデー 
24 1995 バチワレ！いさ    青柳裕介 小学館 ビッグコミック 
25 1995 炎の料理人 周富徳 荒仁 
(城 アラキ) 
今泉 伸二 集英社 スーパージャンプ 
26 1995 喧嘩ラーメン   土山 しげる  日本文芸社 週刊漫画ゴラク 
27 1995 鉄鍋のジャン!   西条 真二 秋田書店 週刊少年チャンピオン 




29 1996 職人尽百景   村野 守美 小学館 ビッグゴールド 
30 1996 海猫亭へようこそ 剣名 舞 村尾 忠義 実業之日本
社 
週刊漫画サンデー 
31 1996 ちゃんこ包丁十番勝負   ビッグ錠 日本文芸社 漫画ゴラクネクスター 
32 1996 中華一番    小川 悦司 講談社 週刊少年マガジン 
33 1996 半熟レストラン   荻丸雅子 講談社 BE・LOVE 
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34 1997 新・包丁無宿   たがわ 靖之 日本文芸社 別冊漫画ゴラク 
35 1997 味極道料平   たがわ 靖之 リイド社 リイドコミック 
36 1997 真・中華一番!    小川 悦司 講談社 週刊少年マガジン 
37 1997 将太の寿司 全国大会編   寺沢 大介 講談社 週刊少年マガジン 
38 1997 空腹の王女様   板本こうこ 講談社 mimi Carnival 
39 1998 浅草三代目・フライパン
物語 
西 ゆうじ 志水 三喜郎  双葉社 漫画アクション 
40 1998 親方 荒仁 山下 京子 集英社 スーパージャンプ 
41 1998 あらかると 大石 けんいち  武村 勇治 小学館 少年サンデー 







あおき てつお  集英社 スーパージャンプ 
44 1999 江戸前の旬 九十九 森 さとう 輝 日本文芸社 週刊漫画ゴラク 
45 1999 奈津の蔵   尾瀬 あきら 講談社 週刊モーニング 
46 1999 Order-Made   高梨 みどり 講談社 週刊モーニング 
47 1999 食キング   土山しげる 日本文芸社 週刊漫画ゴラク 
48 2000 ナッちゃん   たなか じゅん  集英社 スーパージャンプ 
49 2000 新・味いちもんめ 福田 幸江 倉田 よしみ 小学館 ビッグコミックスペリオ
ール 
50 2000 おせん   きくち 正太 講談社 隔週刊イブニング 
51 2000 陶炎 原田 大輝 





52 2000 キュイジニエ 西村 ミツル 中 祥人 集英社 週刊ヤングジャンプ 
53 2000 大棟梁   西条 真二 小学館 週刊少年サンデー 
54 2000 ラーメン発見伝 久部 緑郎 河合 単 小学館 ビッグコミックスペリオ
ール 
55 2001 いなせ鮨 火野 俊平 森 義一 芳文社 週刊漫画 TIMES 
56 2001 華麗なる食卓   ふなつ 一輝 集英社 週刊ヤングジャンプ 
57 2001 おかわり飯蔵 魚柄 仁之助 大谷 じろう 小学館 週刊ヤングサンデー 
58 2001 虹色ラーメン   馬場 民雄 秋田書店 週刊少年チャンピオン 
59 2001 レストアガレージ 251車
屋夢次郎 
  次原 隆二 新潮社 週刊コミックバンチ 
60 2002 焼きたて！！ジャぱん   橋口 たかし 小学館 週刊少年サンデー 
61 2002 思い出の味大陸食堂 西村 ミツル 吉開 寛二 講談社 週刊モーニング 
62 2002 大吉蕎麦 城戸 レイ 橋本 孤蔵 日本文芸社 漫画ゴラクネクスター 
63 2002 天使の料理番   真崎 春望 秋田書店 ミッシィ  
64 2003 江戸前鮨職人 きららの
仕事 
早川 光 橋本 孤蔵 集英社 スーパージャンプ 
65 2003 天上の弦   山本 おさむ 小学館 ビッグコミック 
66 2003 ニッポン職人列伝   本庄 敬 日本文芸社 週刊漫画ゴラク 
67 2003 旬 〜味彩の匠〜   高倉 みどり 講談社 月刊少年マガジン 
68 2004 王様の仕立て屋   大河原 遁 集英社 スーパージャンプ；グラン
ドジャンプ PREMIUM 




70 2004 星に願いを 西村 ミツル 堀口 純男 集英社 ビジネスジャンプ 
71 2004 彩の四季 青内 彰生 石川 サブロウ 芳文社 週刊漫画 TIMES 
72 2004 蒼太の包丁 末田 雄一郎 本庄 敬 実業之日本
社 
週刊漫画サンデー 
73 2004 ミスター味っ子 2   寺沢 大介 講談社 隔週刊イブニング 
74 2004 天才料理少年味の助   宗田豪 講談社 週刊少年マガジン 
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75 2004 ザ・シェフ新章 剣名 舞 加藤 唯史 日本文芸社 別冊漫画ゴラク 
76 2004 バーテンダー 城 アラキ 長友 健篩 集英社 スーパージャンプ；グラン
ドジャンプ 
77 2004 麺王フタツキ!    西条 真二 講談社 週刊少年マガジン 
78 2004 包丁無宿勝負旅   土山 しげる 日本文芸社 別冊漫画ゴラク 
79 2005 華中華 西 ゆうじ ひきの 真二 小学館 ビッグコミック 
80 2005 キングスウヰーツ   大石 普人 小学館 週刊ヤングサンデー 
81 2005 あんどーなつ 江戸和菓
子職人物語 
西 ゆうじ テリー山本  小学館 ビッグコミックオリジナ
ル 
82 2005 バンビーノ   せきや てつじ 小学館 ビッグコミックスピリッ
ツ 
83 2005 鉄板少女アカネ!! 青木 健生 有賀 ヒトシ 少年画報社 ヤングキング 
84 2005 麺屋台ロードナルトヤ!   馬場 民雄 秋田書店 週刊少年チャンピオン 
85 2006 蔵人   尾瀬 あきら 小学館 ビッグコミックオリジナ
ル 
86 2006 花寿司の幸   村上 茂雄 双葉社 月刊漫画大衆 
87 2006 炎のバーテンダー   モリ淳史 芳文社 週刊漫画 TIMES 
88 2006 格闘料理人ムサシ   刃森尊 講談社 週刊少年マガジン 
89 2006 幸せレストラン   中西 やすひろ 少年画報社  ヤングキング 
90 2006 天使のフライパン   小川 悦司 講談社 コミックボンボン 
91 2006 めっちゃキャン 九十九 森 国広 あづさ 秋田書店 月刊少年チャンピオン 
92 2007 グ・ラ・メ～大宰相の料
理人～ 
西村 ミツル 大崎 充 新潮社 週刊コミックバンチ 
93 2007 水の剣 火の刀 麻木遼、桜小路
むつみ 
あおき てつお リイド社 コミック乱 
94 2007 寿司魂〜すしこん〜 九十九 森 さとう 輝 日本文芸社 別冊漫画ゴラク 
95 2007 鉄鍋のジャン!R頂上作
戦 
  西条 真二 秋田書店 週刊少年チャンピオン 
96 2007 プルコギ   富沢 順 新潮社 週刊コミックバンチ 
97 2008 マリー・アントワネット
の料理人 
白川 晶 里見 桂 集英社 オースーパージャンプ 
98 2008 慶太の味 渡職人残侠伝 早川 光 橋本 孤蔵 集英社 オースーパージャンプ 
99 2008 下町鉄工所奮闘記ナッち
ゃん東京編 
  たなか じゅん 集英社 オースーパージャンプ 
100 2008 江戸前鮨職人きららの仕
事 ワールドバトル 
早川 光 橋本 孤蔵 集英社 スーパージャンプ 
101 2008 味いちもんめ 独立編 福田 幸江 倉田 よしみ 小学館 ビッグコミックスペリオ
ール  
102 2008 はなびじん   望月 玲子 講談社 Kiss (月 2回刊) 
103 2008 ホームセンターてんこ   とだ 勝之 講談社 月刊少年マガジン増刊
GREAT 
104 2009 そばもん ニッポン蕎麦
行脚 
  山本 おさむ 小学館 ビッグコミック 
105 2009 ★★★のスペシャリテ   谷古宇 剛 小学館 週刊少年サンデー 
106 2009 元祖江戸前寿し屋與兵衛 白川 晶 内山 まもる 双葉社 週刊大衆 
107 2009 野良麺   富沢 順 日本文芸社 別冊漫画ゴラク増刊・食漫 
108 2009 ばくめし!   土山 しげる  日本文芸社 週刊漫画ゴラク 
109 2009 極食キング   土山 しげる  日本文芸社 別冊漫画ゴラク増刊・食漫 
110 2009 北の寿司姫 九十九 森 さとう 輝 日本文芸社 別冊漫画ゴラク増刊・食漫 
111 2009 おせん 真っ当を受け継
ぎ繋ぐ。 
  きくち 正太 講談社 隔週刊イブニング 
112 2009 バンビ〜ノ!SECONDO   せきや てつじ 小学館 ビッグコミックスピリッ
ツ 
113 2009 そば屋幻庵 かどた ひろし 梶 研吾 リイド社 コミック乱ツインズ 
114 2010 八朔の雪 みをつくし料
理帖 
高田 郁 岡田 理知   オフィスユー 
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115 2010 バリスタ 花形 怜 むろなが 供未 芳文社 週刊漫画 TIMES 
116 2010 陶魂～土と火の芸術～ 愛 英史 
 (遠崎 史朗) 
近藤 崇 リイド社 コミック乱 
117 2010 ダシマスター 早川 光 松枝 尚嗣 集英社 ビジネスジャンプ、グラン
ドジャンプ 
118 2010 パスタの王国   中 祥人 日本文芸社 別冊漫画ゴラク増刊・食漫 
119 2010 匠三代 倉科遼 佐藤 智一 小学館 ビッグコミックスペリオ
ール 
120 2010 美姫の蔵   くりた 陸 秋田書店 Elegance イブ 
121 2010 丼なモンダイ！ 花形 怜 吉開 寛二 日本文芸社 別冊漫画ゴラク増刊・食漫 
122 2010 修理もん研究室   寺沢 大介 小学館 ビッグコミックオリジナ
ル 
123 2011 繕い裁つ人   池辺 葵 講談社 Kiss PLUS (隔月刊) 
124 2011 ハルカの陶 ディスク・ふら
い 
西崎 泰正 芳文社 週刊漫画 TIMES 
125 2011 信長のシェフ 西村 ミツル 梶川 卓郎 芳文社 週刊漫画 TIMES 
126 2011 おすもじっ 司の一貫 鹿賀 ミツル 加藤 広史 小学館 週刊少年サンデー 
127 2011 キセキのチュウボウ ほづみ りょう usi 双葉社 漫画アクション 
128 2011 クックドッポ 魚柄 仁之助 山仲 剛太 小学館 少年サンデー超 
129 2011 ブッシメン!THE IMAGE 
MAKER 
  小野 洋一郎 講談社 隔週刊イブニング 
130 2011 味師銀平妖刀伝 ビッグ錠 橋本 孤蔵 日本文芸社 別冊漫画ゴラク増刊・食漫 
131 2012 壊れた仏像直しマス   芳家圭三 芳文社 週刊漫画 TIMES 
132 2012 王様の仕立て屋 ～サル
トリア・ナポレターナ～ 
  大河原 遁 集英社 グランドジャンプ PREMIUM 
133 2012 Oui Chef! 城 アラキ  こばやしひよ
こ 
集英社 グランドジャンプ PREMIUM 
134 2012 IPPO   えすとえむ 集英社 ジャンプ改 
135 2012 バーテンダー à Paris 城 アラキ 加治佐 修 集英社 グランドジャンプ 
136 2012 アントルメティエ 早川 光 きたがわ 翔 集英社 グランドジャンプ 
137 2012 てんまんアラカルト   小林 有吾 講談社 月刊少年マガジン 
138 2013 カナヤゴ   日笠 優 徳間書店 月刊コミックゼノン 
139 2013 浅草人   小川 悦司 日本文芸社 週刊漫画ゴラク 
140 2013 ハルの肴 末田 雄一郎 本庄 敬  日本文芸社 週刊漫画ゴラク 
141 2013 タカラの膳   山本 航暉 講談社 週刊少年マガジン 
142 2014 将太の寿司２ World 
Stage 
  寺沢 大介 講談社 隔週刊イブニング 
143 2014 すしいち！   小川 悦司 リイド社 コミック乱ツインズ 
144 2014 匠三代 深川大家族 倉科遼 佐藤 智一 小学館 ビッグコミックスペリオ
ール 
145  さんかく屋根街アパート   藤末 さくら 講談社 BE・LOVE 
146 2015 隠密包丁～本日も憂いな
し～ 
花形 怜 本庄 敬  日本文芸社 週刊漫画ゴラク 
147 2015 江戸前の旬～旬と大吾～ 九十九 森 さとう 輝 日本文芸社 漫画ゴラクスペシャル 
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